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（人を対象とする医学系研究に関する倫理指針に則る情報公開） 

このたび以下の研究を実施いたします。本研究への協力を望まれない場合は、問い合わせ窓口へご連絡くださ

い。研究に協力されない場合でも不利益な扱いを受けることは一切ございません。 

本研究の研究計画書及び研究の方法に関する資料の入手又は閲覧をご希望の場合や個人情報の開示

や個人情報の利用目的についての通知をご希望の場合も問い合わせ窓口にご照会ください。なお、他の研究

参加者の個人情報や研究者の知的財産の保護などの理由により、ご対応・ご回答ができない場合があります

ので、予めご了承ください。 

 

【研究計画名】 精神疾患による社会機能障害に対応するプログラムの開発と展

開に関する研究 

【研究責任者】 医療法人フォスター 安田由華 

 

【本研究の目的及び意義】 

医療が目覚しく進歩した現代社会においても、こころの病は患者さまの苦しみはもちろんの こ

と、社会に及ぼす影響も大きいことが知られています。精神疾患の診断や治療に関する研究が進

められていますが、病気等の寿命短縮年数と生活障害をおよぼす健康寿命の合計した健康被害の

指標（障害調整生命年disability adjusted life years DALY）によると、日本のDALY では精

神疾患は19%と第一位であり、がん(18%)、心血管障害(16%)と続き、自殺も4%を占めてい

る状況です。統合失調症、うつ病、自閉症スペクトラム症、注意欠陥多動症などの精神疾患は、

情動、発動性、注意・集中力、判断力などの脳機能に影響を及ぼし、社会機能障害を引き起こし

生活の質（QOL）を低下させる。本研究では、精神疾患の社会機能障害を改善させるためのリハ

ビリテーションの開発を目的とする。その結果、精神疾患により引き起こされた障害を回復させ

る薬物療法以外の治療選択肢を拡充させ、精神疾患患者の病態および病状に応じた社会機能障害

を改善させ、患者の主観的満足度の改善と社会参加の促進に貢献できると考えられます。 

【本研究の実施方法及び参加いただく期間】

利用する試料・情報等 

医療法人フォスター受診患者における匿名化した既存の情報（認知機能、神経生理機能、脳神経

画像データや臨床情報）の解析を行います。 

 

研究期間 

倫理審査承認日（20２３年１０月２１日）から202９年3月31日まで 

 

 

○ 問い合わせ窓口 

医療法人フォスター 氏名 安田  由華 

電話番号 06-4798-2000（代表） 

e-mail：iryofoster※gmail.com（「※」を「＠」に変更ください。） 

○ 苦情窓口 

医療法人フォスター 倫理委員会事務局  

e-mail：iryofosterjimu01※gmail.com（「※」を「＠」に変更ください。） 


